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答

弁

第

三

〇

号 
   

衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
刑
法
第
二
百
条(
尊
属
殺)

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す 

る
。 内

閣
衆
質
一
〇
九
第
三
〇
号 

昭
和
六
十
二
年
九
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
刑
法
第
二
百
条(

尊
属
殺)

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
二
及
び
三
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
刑
法(

明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号)

第
二
百

条
に
つ
い
て
は
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

こ
の
問
題
は
、
親
子
関
係
の
在
り
方
に
深
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
各
層
の
意
識
等
も
慎
重
に
見
極

め
た
上
で
対
処
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、
同
条
の
改
正
の
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
段
階
に
至
つ
て
い
な
い
が
、
政
府
と
し
て
も
、
可
及
的
速
や
か
に
適
切
な
立
法
措
置
を
講
ず
べ 

く
、
所
要
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




